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北
京
や
西
安
の
よ
う
な
古
都
と
比

べ
、近
代
以
降
に
急
速
な
発
展
を
遂
げ

た
上
海
に
は
、王
宮
や
巨
大
遺
跡
と
いっ

た
古
都
型
の
世
界
文
化
遺
産
が
ま
だ

な
い
。し
か
し
、世
界
遺
産
が一つ
も
な
い

わ
け
で
は
な
い
。２
０
２
４
年
、崇
明
東

灘
が「
中
国
黄（
渤
）海
候
鳥
栖
息
地
」

の
構
成
地
域
と
し
て
登
録
さ
れ
、上
海

初
の
世
界
自
然
遺
産
が
誕
生
し
た
。

　

高
層
ビ
ル
が
並
ぶ
大
都
会
か
ら
少

し
離
れ
た
長
江
河
口
に
は
、広
大
な

干
潟
と
湿
地
が
広
が
る
。こ
こ
は
東
ア

ジ
ア
―
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
間
を
移
動
す

る
渡
り
鳥
が
、羽
を
休
め
て
栄
養
を

補
給
す
る
重
要
な
中
継
地
。希
少
な

鳥
や
生
態
系
を
守
る
場
所
と
し
て
、

上
海
が
自
然
保
護
の
役
割
も
担
っ
て

い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

　

世
界
文
化
遺
産
に
つ
い
て
も
、上
海

市
は
登
録
に
向
け
て
動
き
始
め
て
い

る
。「
上
海
２
０
３
５
」で
は
、２
０
３

５
年
ま
で
に
市
内
で
２
件
以
上
の
世

界
文
化
遺
産
を
持
つ
こ
と
を
目
標
に

設
定
。江
南
水
郷
古
鎮
や
外
灘
建
築

群
、老
城
廂
、石
庫
門・里
弄
住
宅
、青

龍
鎮
な
ど
を
対
象
に
、建
築
や
街
並

み
の
保
護
、遺
跡
の
調
査
、歴
史
的
価

値
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。都
市
開

発
と
地
域
の
暮
ら
し
を
守
り
な
が

ら
、上
海
ら
し
い
文
化
を
い
か
に
未
来

へ
残
す
か
が
課
題
だ
。

　
一
方
、よ
り
身
近
に
中
国
ら
し
さ
を

味
わ
え
る
の
が
、技
や
芸
能
、食
を
受

け
継
ぐ
無
形
文
化
遺
産
だ
。江
南
絲

竹
の
音
色
、上
海
語
で
演
じ
る
滬
劇
、

糸
で
絵
画
を
表
現
す
る
顧
繍
、繊
細

な
嘉
定
竹
刻
、南
翔
小
籠
饅
頭
の
制

作
技
芸
な
ど
、そ
の
種
類
は
実
に
多

彩
。展
示
を
見
る
だ
け
で
な
く
、舞
台

を
観
た
り
、工
房
を
訪
ね
た
り
、実
際

に
食
べ
た
り
で
き
る
の
も
魅
力
だ
。都

会
的
な
街
並
み
の
奥
に
息
づ
く〝
生

き
た
遺
産
〞を
知
れ
ば
、上
海
の
見
え

方
も
少
し
変
わ
っ
て
く
る
。

　

ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に
新
た

に
登
録
さ
れ
た「
景
徳
鎮
手
工
磁
器

産
業
遺
産
」。対
象
と
な
っ
た
の
は
、

完
成
し
た
磁
器
や
有
名
な
窯
だ
け

で
は
な
い
。
原
料
の
採
掘
・
運
搬
か

ら
、窯
の
改
良
、職
人
や
商
人
の
組

織
、生
産
、流
通
ま
で
、10
〜
19
世
紀

に
築
か
れ
た
磁
器
産
業
の
全
工
程

だ
。５
つ
の
区
域
に
残
る
遺
跡
群
が
、

千
年
に
わ
た
り
続
い
た
巨
大
な
も
の

づ
く
り
の
仕
組
み
を
今
に
伝
え
る
。

　

現
地
を
訪
れ
る
な
ら
、市
街
地
の

陶
陽
里
に
あ
る
御
窯
廠
窯
跡
を
起

点
に
、職
人
街
や
工
房
、商
業
の
跡

を
歩
き
た
い
。さ
ら
に
湖
田
古
窯
跡

で
は
窯
業
技
術
の
発
展
、高
嶺
の
カ

オ
リ
ン
鉱
山
跡
で
は
原
料
が
採
掘
・

加
工
さ
れ
、街
へ
運
ば
れ
た
過
程
を

た
ど
れ
る
。一つ
の
名
品
を
眺
め
る
だ

け
で
な
く
、〝
一
握
り
の
土
が
世
界
の

商
品
に
な
る
ま
で
〞を
追
う
の
が
、今

回
の
世
界
遺
産
ら
し
い
楽
し
み
方

だ
。

　

景
徳
鎮
の
登
録
に
よ
り
、中
国
の

世
界
遺
産
は
計
61
件
と
な
っ
た
。こ

れ
は
62
件
の
イ
タ
リ
ア
に
次
ぐ
世
界

２
位
で
、世
界
的
に
見
て
も
極
め
て

多
い
。万
里
の
長
城
や
故
宮
の
よ
う

な
名
所
だ
け
で
な
く
、自
然
、都
市
、

産
業
、暮
ら
し
な
ど
、多
様
な
価
値

が
広
大
な
国
土
に
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
の
表
れ
で
も
あ
る
。

　

世
界
遺
産
は
、登
録
数
を
競
っ
た

り
、写
真
を
撮
っ
て
通
り
過
ぎ
た
り

す
る
た
め
の
称
号
で
は
な
い
。
何
が

人
類
共
通
の
価
値
と
し
て
認
め
ら
れ

た
の
か
を
知
っ
て
歩
け
ば
、遺
跡
や

風
景
の
見
え
方
も
変
わ
る
。見
学
ル

ー
ル
を
守
り
、地
域
の
暮
ら
し
や
文

化
に
配
慮
し
、地
元
の
工
芸
や
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
。観
光
の
楽
し
さ

を
保
護
と
地
域
の
利
益
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
、遺
産
を
次
の
世
代
へ
残
す

力
に
な
る
。

　〝陶磁器の都〟景徳鎮が、ついに世
界文化遺産へ! 今回は、中国各地の
世界遺産をたどりながら、上海で登録
を目指す文化資産や、今も暮らしの中
に息づく無形文化遺産を紹介する。

磁
器
の
都・千
年
の
全
工
程

価
値
を
知
っ
て
巡
る
世
界
遺
産

上
海
に
も
世
界
遺
産
は
あ
る

形
な
き
文
化
と
上
海
ら
し
さ

中国の世界文化遺産

今回登録されたのは、街全体ではなく「景徳鎮手工磁器産業遺産」。
10～19世紀に発展した窯跡や陶土・燃料の産地、運搬網など45カ
所からなり、原料採掘から生産、流通まで続いた磁器産業の全体像
が評価された。青花磁器を通じ、世界の技術や文化交流に影響を与
えた点も登録理由だ。

・万里の長城
（北京市ほか／1987年）
・明・清王朝の皇宮群
〈北京の・故宮・瀋陽故宮〉
（北京市・遼寧省／1987年、2004年）  
・秦始皇帝陵及び兵馬俑坑（陝西省／1987年）  
・莫高窟（甘粛省／1987年）  
・ラサのポタラ宮歴史地区（チベット自治区／1994年ほか）  
・蘇州古典園林（江蘇省／1997年、2000年）  
・麗江旧市街（雲南省／1997年）
・杭州西湖の文化的景観（浙江省／2011年）

中国の世界自然遺産

・九寨溝の景観と歴史地域
（四川省／1992年）  
・黄龍の景観と歴史地域
（四川省／1992年）  
・武陵源の景観と歴史地域（湖南省／1992年）  
・雲南三江併流保護区（雲南省／2003年）  
・四川ジャイアントパンダ保護区群（四川省／2006年）  
・中国南方カルスト（雲南省・貴州省・重慶市・広西チワン族自
治区／2007年、2014年）  
・中国丹霞（広東省・福建省・江西省など／2010年）  
・新疆天山（新疆ウイグル自治区／2013年） 

上海の世界自然遺産　崇明区東灘

目指せ! 世界遺産目指せ! 世界遺産

2024年、崇明東灘は「中国黄（渤）海候鳥栖息
地」の構成地域として登録。長江河口に広がる干
潟と湿地は、東アジア―オーストラリア間を移動す

上海市は「上海 2035」で、2035 年までに
市内で2件以上の世界文化遺産を持つこと
を目標に掲げている。登録を見据え、保護や
調査、研究を進める主な文化資産はコチラ。

上海の無形文化遺産上海の無形文化遺産
ユネスコの世界遺産とは別に、中国には伝
統芸能や工芸、食文化などを守り、次世代
へ伝える「非物質文化遺産」の制度がある。
上海にも国家級・市級の項目が数多く、街の
暮らしや職人の技の中に今も息づいている。・江南水郷古鎮 ・外灘建築群

・老城廂 ・石庫門
・里弄住宅 ・青龍鎮などの関連遺跡

・江南絲竹　・滬劇　・顧繡　・嘉定竹刻
・南翔小籠饅頭制作技芸

る渡り鳥の重要な中継地で、〝渡り鳥のガソリンス
タンド〟とも呼ばれる。多くの希少種を支える、上海
初の世界自然遺産だ。

が世界文化遺産に景徳鎮

中国・上海の文化遺産
景徳鎮が世界遺産に!

7/25に決定!
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